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で需給均衡

【平成31年酒造好適米の需給状況】

・ 平成31年産需要量は、平成30年産とほぼ同水準の92～94千㌧程度と見込まれる。

・ 平成30年産及び平成31年産の供給過不足については、需要量がそれぞれ同水準で

あることから生産量が平成29年産と比べて▲８％程度であれば、全体量としての需

給は均衡すると見込まれる。

・ なお、平成30年産の需給は検査数量がある程度明らかとなる来年１月以降に検証

することとする。

酒造好適米の全体需給状況見通し（推計）

・ 今後とも日本酒の国内外での円滑な出荷・販売のためには、原料となる酒造好適米について
も需給均衡を図り、産地と実需者間で安定取引を図っていくことが重要です。

・ 平成31年産の酒造好適米の作付けに当たっては、全体の需給見通しに加え、各産地でのこれ
までの販売状況などを総合的に勘案の上、今回公表している産地銘柄毎の需要動向に応じた生
産・販売を行う必要があると考えられます。

・ また、より的確な需要に応じた生産に資するためには、は種前に生産者と需要者が契約を行
うことや複数年契約の取組の拡大を推進することが重要です。

酒造好適米の需要に応じた生産に向けて

本年７月に実施した需要量調査、農産物検査数量及び関係者からの聞き取り等により
推計した平成31年産酒造好適米の需給状況は以下のとおり。

【平成31年産酒造好適米の需給見通し】
（酒造好適米等の需要量調査結果等に基づく推計）

（単位：千㌧）

今後、生産量（検査数量）が明らかとなった段階で検証するが、
29年産生産量と比較して▲8％程度の生産であれば需給均衡

※ 各年産の「全体需要量（今回推計値）」は、回答のあった酒造メーカーの需要量が全体需要量の約82～83%と推計さ
れるため、今回調査した各年産の需要量を当該割合で除することにより推計。

平成30年10月号
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平成31年産酒造好適米の需要量（見込）は、平成30年産と同程度の77千㌧程度となった。

平成30年産酒造好適米の需要量（見込）は、平成29年産と同程度の約77千㌧となった。
これは、在庫調整を終えて平成29年産より購入量を増やす計画の酒造メーカーがある一方、好調

であった特定名称酒の出荷量の鈍化がみられること等から、製造計画を下方修正した酒造メーカー
があったものとみられる。

平成28年産酒造好適米の需要量（実績）は、調査対象年産のうち最も多い約80千㌧となった。
これは、平成28年産が需要量を上回る生産量となったため、一部の酒造メーカーが当初の購入希

望数量以上に購入する動きもあったためとみられる。

・ 昨年に引き続き、酒造好適米の需要量（見込）を把握するため、日本酒の酒造メーカー
を対象として本年７月に需要量調査を実施。

酒造好適米の需要量調査結果

平成29年産酒造好適米の需要量（実績見込）は、平成28年産と比較して約3千㌧減の77千㌧程度
となった。

これは、平成28年産において酒造メーカーの引取数量が購入希望数量以上に増加した結果、その
在庫調整によるものとみられる。

平成29年産

平成30年

平成31年

平成30年度酒造好適米等の需要量調査結果の概要

酒造好適米等の需要量調査の概要

平成28年産

（単位：㌧）

平成29年度 平成30年度

調査期間 平成29年7月 平成30年7月

調査対象メーカー数 1,442社 1,461社

回答酒造メーカー数 811社 716社

回答率（数量ベース） 83～85％ 82～83％

酒造好適米等の需要量調査結果（回答のあった酒造メーカーからの調査結果）
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平成30年度調査結果

主な酒造好適米の需要量調査結果（回答のあった酒造メーカーからの調査結果）

○ 今回の調査における山田錦の需要量は、平成28年産以降、総じてやや減少傾向となって
いるが、平成31年産は前年並みの需要量が見込まれている。

○ 平成31年産の産地ごとの需要量は、全体の約6割を占める兵庫県の他、それ以外の産地
についても、平成30年産に比べて総じて大きな変動はみられない状況。

山田錦の需要量
（単位：㌧）

（参考）山田錦の生産量（検査数量）
39,549

（27年産）
37,257

（28年産）
38,678

（29年産（推計値））

五百万石の需要量

○ 今回の調査における五百万石の需要量は、平成28年産以降、総じてやや減少傾向と
なっており、平成31年産も前年をやや下回る需要量が見込まれている。

○ 平成31年産の産地ごとの需要量は、全体の約5割を占める新潟県の他、主産地である福
井県、富山県、石川県産においても、平成30年産に比べてやや減少する見込み。

（単位：㌧）

山田錦

（参考）五百万石の生産量（検査数量）
27,078

（27年産）
26,030

（28年産）
20,983

（29年産（推計値））

五百万石



需要量 メーカー数 需要量 自県率 メーカー数 需要量 他県率 メーカー数 県数

① ② ②/① ③ ③/①

（トン） （社） （トン） （％） （社） （トン） （％） （社）

1 兵庫 山田錦 19,422 459 3,917 20% 38 15,504 80% 421 43

2 新潟 五百万石 8,519 84 7,810 92% 49 709 8% 35 18

3 長野 美山錦 2,508 95 1,560 62% 36 948 38% 59 21

4 福井 五百万石 2,442 52 904 37% 8 1,539 63% 44 20

5 岡山 山田錦 2,326 55 114 5% 12 2,213 95% 43 27

6 富山 五百万石 2,104 83 480 23% 9 1,624 77% 74 31

7 秋田 秋田酒こまち 1,887 30 1,768 94% 24 119 6% 6 5

8 山口 山田錦 1,676 12 1,636 98% 8 41 2% 4 3

9 岡山 雄町 1,528 156 229 15% 14 1,299 85% 142 39

10 広島 八反錦１号 1,434 41 1,055 74% 18 379 26% 23 18

11 北海道 吟風 1,391 31 927 67% 11 464 33% 20 15

12 山形 出羽燦々 1,190 45 1,072 90% 30 118 10% 15 13

13 滋賀 山田錦 1,063 26 179 17% 13 885 83% 13 11

14 新潟 越淡麗 1,051 45 1,051 100% 45 0 0% 0 0

15 長野 ひとごこち 1,033 27 x - 25 x - 2 2

16 広島 山田錦 1,006 14 x - 13 x - 1 1

17 福岡 山田錦 1,005 37 567 56% 15 438 44% 22 9

18 石川 五百万石 964 24 901 93% 14 63 7% 10 10

19 秋田 美山錦 928 26 696 75% 15 232 25% 11 9

20 新潟 山田錦 848 10 x - 9 x - 1 1

21 兵庫 五百万石 848 27 597 70% 19 251 30% 8 6

22 宮城 蔵の華 834 16 834 100% 16 0 0% 0 0

23 青森 華吹雪 754 13 691 92% 9 63 8% 4 3

24 岐阜 ひだほまれ 740 19 740 100% 19 0 0% 0 0

25 栃木 山田錦 699 4 x - 2 x - 2 2

26 山形 美山錦 619 26 597 96% 23 22 4% 3 2

27 福島 五百万石 614 20 602 98% 17 12 2% 3 3

28 徳島 山田錦 612 23 90 15% 5 522 85% 18 13

29 岩手 吟ぎんが 588 20 476 81% 13 112 19% 7 6

30 島根 五百万石 520 19 402 77% 15 118 23% 4 2

産地品種銘柄

合計 自県 他県

主要産地品種銘柄の産地と酒造メーカーとの結びつきの状況
（平成31年産需要量ベース、上位30産地品種銘柄）

以上のほか、詳細な情報は、以下ＵＲＬにより「日本酒をめぐる状況及び酒造好適米の需要
量調査結果」を参照ください。

ＵＲＬ：http://www.maff.go.jp/j/seisaku_tokatu/kikaku/sake.html

注： 調査結果について、メーカー数が2以下の場合には調査結果の秘密保護の観点から、該当結果を「x」表示とする
秘匿措置を施している。
なお、全体（計）からの差引きにより、秘匿措置を講じた該当結果が推定できる場合には、本来秘匿措置を施す

必要のない箇所についても「x」表示としている。
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